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１．研究成果の概要 

本研究は、災害や気候変動などの不確実性が高まる現代社会において、予測情報が人々にどのように受け取

られ、行動や学習に結びつくのかを、シミュレーションと対話を軸に検討したものである。理論的考察では、

台風の「上陸」という表現の変遷や気象予測の可視化を題材に、先端技術がいかにして不確実性に輪郭を与え、

「動きのある表象」として人々の認知に入り込むかを分析した。加えて、大規模アンケート調査とクラスタリ

ング分析により、AI による予測情報を信頼する人々の傾向や、それに影響を与えるリスク認知・価値観の在

り方を明らかにした。 

これらの成果を踏まえ、本研究はシミュレーションを単なる技術的予測ではなく、人々がリスクや社会的課

題を自分事として理解し、対話や協働を通じて考えるための「媒介」と位置づけた。特に、防災学習における

取り組みとして、学生による防災計画の追体験、住民と共に避難ルートを歩きながら課題を共有するワークシ

ョップ、そして大学・地域・企業が協働する防災イベントなどを通じて、シミュレーションが現実の行動や議

論を生む場となる可能性を検証した。予測技術のリアルタイム化が進む一方で、そこに解釈・判断・行動を接

続する「学びのプロセス」をいかに組み込むかが重要である。シミュレーションと対話を介した社会的学習の

枠組みは、今後の風土論や社会システムの理解にも新たな視座をもたらすと期待される。 
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３．主な経費 

【学会年会費・参加費】日本計画行政学会、環境情報科学センターなど各学会年会費に充てた 

【調査費】現地調査や研究会参加のための出張旅費に充てた 

【書籍代】数理シミュレーション、計算社会科学に関する各種書籍の購入に充てた 
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